
 

                

市長記者会見資料 

 

開催日：令和５年８月２９日（火） 

１４時００分から  

 

１ うじの生活おうえんデジタルクーポン事業を実施   ・・・１ 

２ 紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクト              ・・・２ 

３ 令和４年度 一般会計決算の概要  ・・・６ 

４ その他   

  

 



うじの生活おうえんデジタルクーポン事業を実施 

 

 

 

 

 

うじの生活おうえんデジタルクーポン事業について、エネルギー・食料品価格

等の物価高騰の影響が長引く状況の中、市内事業者の売上向上及び生活者支援を

目的に、次のとおりプレミアム付きデジタルクーポンの販売・利用を開始します。 

 

１ スケジュール 

 ・クーポンの販売・利用開始 １０月 ２日（月）午前１０時 

 ・クーポンの利用終了     １月３１日（水） 

周知方法 

・市政だよりへの掲載 

 ９月１日号（販売開始アナウンス、新規参加店舗を募集中） 

 １０月１日号（購入・利用方法） 

・市ホームページへの掲載 

参加店舗向け説明会 

 ９月 ４日（月）午後２時～ 

 ９月１４日（木）午後２時～ 

 いずれも会場は産業会館３階（予定） 

 

２ 概要 

  ・購入対象者は宇治市民（市内在住者）に限定  
①共通 ②個店のみ 

対象事業者 市内に店舗がある事業者 市内に店舗がある事業者 

（大企業、チェーン店、フラ

ンチャイズ店、スーパー、コ

ンビニ等は除く） 

プレミアム率 
30% 40% 

利用可能額 6,500円 

（販売額 5,000円） 

7,000円 

（販売額 5,000円） 

購入上限 １人あたり①②各１セットまで 

販売セット数 70,000セット 50,000セット 

 

令 和 ５ 年 ８ 月 ２ ９ 日 

宇 治 市産 業観 光部産 業 振興 課 

課長 堀 江（ 0774- 39 -9621） 
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紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

宇治市では、令和 6年大河ドラマ「光る君へ」を契機に紫式部や源氏物語ゆかり

のまちとして、宇治の歴史・文化・観光の魅力を発信する「紫式部ゆかりのまち宇

治魅力発信プロジェクト」を進めています。 

 

１ これまでの取組状況 

  「紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクト」として、源氏物語ミュージア

ム連続講座や入門講座、今年度新たに「五感で楽しむ古の文化講座」などに取り

組み、それぞれ定員以上の申込みがあるなど大変好評をいただいています。 

「紫式部ゆかりのまち宇治推進プラットフォーム会議」をすでに２回開催し、メ

ンバーによる宇治十帖の屏風展が開催されるなど、地域でゆかりのまちの取組を

進めています。 

 

  

 

２ 今後の予定 

 （１）【新規】＜連続講座＞源氏物語とそのゆかりの植物（生涯学習課） 

    源氏物語に出てくる植物にスポットをあて、座学と植物公園でのフィール

ドワークの２回講座でゆかりの植物を学び、源氏物語の世界をより深く感じ

ていただけます。 

   ■日時・会場 

    ①9月 22日（金） 13時半～15時 宇治市生涯学習センター 

        ②10月 6日（金） 13時半～15時半 宇治市植物公園 

   ■講師  松谷 茂氏（京都府立大学客員教授 京都府立植物園名誉館長） 

   ■定員  30名（応募者多数の場合抽選） 

   ■参加費 1,000円 

   ■申込 9月 1日（金）までに電話・FAX・Eメール・来館にて生涯学習セ

ンターへ 

令 和 5 年 8 月 2 9 日 

宇治市産業観光部観光振興課 

課長  木田（ 07 7 4 - 3 9 - 9 4 08） 
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        希望する回、氏名、住所、電話番号、送迎バス利用の有無、保育

の有無（ありの場合は子どもの名前と年齢）を記入 

          ※送迎バスあり 

          行き（生涯学習センター→植物公園、13時集合、13時半出発） 

         帰り（植物公園→市役所、講座終わり次第（16時頃）） 

 

 

（２）＜連続講座＞「私」の「光る君」へ（源氏物語ミュージアム） 

■日程・演題・講師 

回 日程 演題 講師 締切 

5 9月 21日

（木） 

『源氏物語』における人的ネットワ

ーク－ゆかり・たより・とぶらひ－ 

京樂 真帆子氏 

（滋賀県立大学教授） 

8月 31日

（木） 

6 11月 16日

（木） 

『源氏物語』の女性たちの「妄執」 有松 遼一氏 

（能楽師ワキ方高安流） 

10月 31日

（火） 

 

■時間  14時～15時半 

■会場  宇治市生涯学習センター 第 1ホール 

■募集人数 100人（応募者多数の場合は抽選） 

■参加費  600円 

■応募方法 往復はがき、もしくはＥメール

（kozamuseum@city.uji.kyoto.jp ）に、「連続講座 第〇回」、   

 郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を記入。締切日必

着で宇治市源氏物語ミュージアム （〒 611 0021 宇治市宇治東内 

45-26へ。持参で申し込む場合は、返信用はがきだけで可。） 

 ※1枚のはがきにつき 1講座 1人まで。Ｅメールで応募の場合も

1通のメールにつき同様。当館からのメール案内が受信できるよ

う設定が必要）。 

   ※各申し込み方法での重複応募は不可。 
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 （３）五感で楽しむ古の文化講座（文化スポーツ課） 

   ■日時     11月 5日（日） 13時半～15時 

■会場     宇治市生涯学習センター 第 1ホール 

■講師    田鍬 智志氏 

    （京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センター准教授） 

■演題   『源氏物語』の雅楽曲－古い楽譜の解読と演奏－ 

■募集人数 100人（先着） 

■応募方法 10月 2日（月）～19日（木）申込フォームから 

 

 

（４）宇治市源氏物語ミュージアム 企画展「宇治と憂し－ゆめかうつつか－」 

■期間  令和 5年 9月 13日（水）～11月 26日（日） 

■会場  宇治市源氏物語ミュージアム 

 

 （５）イベントカレンダー 

紫式部イベントカレンダーを作成し、宇治市ホームページ等で今後のプロ

ジェクトのスケジュールを随時更新していきます。 

紫式部ゆかりのまち宇治推進プラットフォーム会議のメンバーの取り組み

も併せて紹介します。 

   また、「紫式部ゆかりのまち」の魅力を市民や観光客に見える形で伝える

ため、新たに（株）京都アニメーションと連携し、ロゴやキャッチコピーな

どを制作します。（秋頃完成予定） 
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紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクト　令和５年度 紫式部イベントカレンダー（予定）

月 R5.4 R5.5 R5.6 R5.7 R5.8 R5.9 R5.10 R5.11 R5.12 R6.1 R6.2 R6.3 会場・問合せ先

ド

ラ

マ

会場：源氏物語ミュージアム

問合せ：博物館管理課

会場：源氏物語ミュージアム

問合せ：博物館管理課

会場：源氏物語ミュージアム

問合せ：博物館管理課

会場：歴史資料館

問合せ：博物館管理課

会場：生涯学習センター

問合せ：生涯学習課

会場：生涯学習センター

問合せ：生涯学習課

会場：お茶と宇治のまち歴史公園

問合せ：観光振興課

源氏ろまん事業

会場：文化会館

問合せ：文化スポーツ課

問合せ：文化スポーツ課

会場：生涯学習センター

問合せ：博物館管理課

会場：生涯学習センター

問合せ：博物館管理課

源氏ろまん事業

会場：生涯学習センター

問合せ：博物館管理課

会場：生涯学習センター

問合せ：生涯学習課

会場：生涯学習センター、植物公園

問合せ：生涯学習課

源氏ろまん事業

会場：宇治十帖ゆかりの地など

問合せ：観光振興課

源氏ろまん事業

会場：宇治公園中の島及び周辺

問合せ：宇治田楽まつり実行委員会

　　　　文化スポーツ課

問合せ：観光振興課

問合せ：観光振興課

問合せ：歴史まちづくり推進課

問合せ：観光振興課

問合せ：秘書広報課

　　　　観光振興課

問合せ：観光振興課

問合せ：観光振興課

問合せ：観光振興課

会場：お茶と宇治のまち交流館

　　　茶づな

問合せ：茶づな

問合せ：植物公園

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

イ

ベ

ン

ト

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

展

示

講

座

ＮＨＫ大河ドラマ「光る君へ」放送

R6．1～R6.12

特設ホームページ

Ｒ5．11月公開予定

大河ドラマに関する展示

五感で楽しむ古の文化講座（全４回）

11/5

紫式部文学賞・市民文化賞贈呈式

紫式部文学賞受賞者講演会（予定）

11/18

源氏物語ミュージアム連続講座 「私」の「光る君」へ（全１０回）

2/17～4/21

歴史資料館企画展

宇治市民大学後期宇治学コース(全５講)

王朝文学の世界、そして淀と石清水

３市連携ホームページ

Ｒ5．11月公開予定

平安時代なりきり体験

源氏物語セミナー(予定）

10/17

タペストリーデザイン

募集 9/18～10/31

宇治十帖屏風展

8/4～8/6

10/1～11/30

宇治十帖スタンプラリー（予定）

宇治田楽まつり（予定）

10/14

歴史文化体験

広報宣伝物活用

ゆかりのまちプロモーション

源氏物語ミュージアム入門講座（全９回） 超！入門講座 宇治で源氏物語を読むために

源氏物語ミュージアム企画展

「源氏ワンダーランド」

7/12～9/10

源氏物語ミュージアム企画展

「宇治と憂し ―ゆめかうつつか―」

9/13～11/26

源氏物語ミュージアム特別企画展

「このわたりに薫る君やさぶらふ」

11/29～R6.2/4

生涯学習センター教養講座（全２講）

「源氏物語ゆかりの植物」

ちゅう源氏の源氏物語絵巻イラスト展示

7/29～7/30

ちゅう源氏の源氏物語絵巻イラスト展示

1/23～1/26

源氏物語通読サークル

「源氏のつどい」展示

1/9～1/15

そのほかプラットフォーム会議

メンバーにおいて計画中

三市周遊

イベント実施

6/10 8/2 2/10

トークショー

5/31 6/15 7/27 8/17 9/21 11/16 12/14 1/24 2/15 3/1

第２クール（全3回）第１クール（全3回）

12/23 1/209/16 10/14 11/18

9/22 10/6

第３クール（全3回）

6/14 7/5 8/9 9/6 10/11 11/9 12月～2月
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１．令和４年度一般会計決算のポイント

▷
 者等への支援を実施

▷
 点施策やまちづくりの土台となる取組を積極的に実施

▷  厳しい財政状況の中でも単年度収支は5年連続の黒字

となり、依然として厳しい状況は続いている

の増加が想定され、引き続き厳しい状況は続くものと見込んでいる

持続可能な行財政運営に取り組んでいる

新型コロナウイルス感染症や物価高騰への対応策として、市民・事業

令和4年度は、新型コロナウイルス感染症や物価高騰の対応策として、約55億円の

取組を実施したほか、第6次総合計画第1期中期計画の初年度として、3つの重的施

単年度収支は約0.3億円となり、5年連続で黒字となったが、扶助費等の経常経費

の増加などの影響により、経常収支比率は昨年度から1.6ポイント増加した93.6％

今後も、扶助費等の社会保障関係経費や投資的経費に伴う公債費など、経常経費

第6次総合計画第1期中期計画のスタートとなる年度であり、3つの重

現に向け、重点施策やまちづくりの土台となる取組を積極的に推進するとともに

策やまちづくりの土台となる取組などを積極的に実施し、決算規模は約703億円

令和４年度　一般会計決算の概要

令和4年度一般会計決算収支

令 和 5 年 8 月 29 日

宇治市政策企画部財政課

三品課長（0774-20-8715）

令和5年度は第6次総合計画の2年目であり、厳しい状況の中でも目指す都市像の実

（単位：百万円）

令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

歳入総額　A 71,698 72,575 △ 877 △1.2%

歳出総額　B 70,348 71,518 △ 1,170 △1.6%

形式収支　C=A-B 1,350 1,057 293

翌年度に繰り越す
べき財源　D 491 224 267

実質収支　E=C-D 859 833 26

前年度実質収支　F 833 669 164

単年度収支　E-F 26 164 △ 138
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令和４年度の主な取組

【新型コロナウイルス感染症・物価高騰への対応策】 約５５億円

▽ 国の実施する支援や施策にスピード感を持って対応

・ 令和3年度に引き続き新型コロナウイルスワクチンの接種を実施

・ 子育て世帯や生活困窮世帯等の市民への支援として給付金を給付

▽ 市内の状況やニーズに応じた宇治市独自支援をきめ細やかに実施

市民生活・事業者への支援

・ 水道料金等の減免

新型コロナウイルス感染症等の影響を踏まえ、第4期から3期分（6か月分）の

水道料金の基本使用料等を減免

・ 子育て世帯物価高騰対策臨時給付金

物価高騰による家計への影響が大きい子育て世帯を支援するため給付金を

市独自に給付

・ 学校給食費高騰対策事業

給食費の値上げを抑制するため、食料品等の価格高騰分を支援

・ プレミアム付デジタルクーポンの発行

スマートフォンで利用可能なプレミアム付デジタルクーポンを発行

・ 中小企業創業支援事業

創業初期の経営安定化等を目的に、創業にかかる経費の一部を支援

・ 先端設備等導入支援事業

市内事業者等の生産性向上を目的とした先端設備の導入を支援

・ 農業情報発信事業

「宇治を食べようキャンペーン」の実施など、市内産農産物の消費・販路拡大の

取組を実施

・ 福祉施設等への物価高騰対策

物価高騰の影響を受ける福祉施設等に対し光熱費の一部を支援

・ 地域公共交通燃料費高騰対策事業

燃料費の価格高騰の影響を受ける、市内交通事業者を支援

ＩＣＴを活用した取組

・ デジタルデバイド対策事業

スマートフォンの操作講座やオンライン申請の問い合わせ対応等を実施

・ 小・中学校におけるＩＣＴ教育の充実

プログラミング教育用ロボットの活用等によりＩＣＴ教育を充実

・ 視覚障害者専用電子図書館事業

全国初の取組として、視覚障害者専用の電子図書館サービスを実施
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【第6次総合計画の着実な推進】

▽ WITHコロナ・POSTコロナ時代の安全・安心

地域の防災・防犯の取組

・ 災害時地域タイムラインの作成を支援

京都大学防災研究所と連携し、防災シンポジウムを開催

脱炭素化に向けた取組

・ エコ・アクション・ポイントの導入

市民限定のエコ・アクションに取り組んだ方にポイントを付与

新たな観光施策に向けた取組

・ 「京の七夕ｉｎＵｊｉ」事業

新たな夏季のツーリズムとして、旧暦の七夕にあわせ京都府内で実施されている

「京の七夕」と連携し実施

▽ みんなでつくる子育て・子育ちにやさしい地域共生社会

子育て・子育ち環境の充実

・ 公園でつなぐ子育てにやさしいまち創出事業

植物公園、黄檗公園及び西宇治公園において、子どもが外遊びできる環境を

整備するとともに、各種イベントを実施

・ ヤングケアラー対策事業

子ども家庭総合支援拠点にヤングケアラー相談窓口「いいやん」を設置し、

ヤングケアラー・コーディネーターによる相談・支援を実施

　　　　　　　 ＜西宇治公園　芝生ひろばオープニングイベント＞
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学校教育環境の整備

・ （仮）西小倉地域小中一貫校整備事業

令和8年4月の開校に向け、設計業務等を実施

健康長寿社会の実現

・ 健康アライアンス事業

親子向け（小学生）講座「うーちゃ学校」の開催等、健康増進の取組を実施

誰もが住みやすい地域共生社会

・ 高校生文化芸術祭事業（FUN×FAN×FES）

12月22・23日に、市内全7校の高校生による舞台発表・作品展示を実施

▽ 活力あふれる産業振興と未来への投資

産業戦略の更なる推進

・ 産業戦略に基づき、地域資源を活かした市内産業の振興につながる取組を実施

事業者間の取引拡大・交流促進の取組や、事業場の設置・増設等を支援

新たな都市基盤整備の推進

・ ＪＲ奈良線六地蔵駅改良工事完成

　　　　　　　　　　＜（仮）西小倉地域小中一貫校完成イメージ＞

　＜ＪＲ奈良線　六地蔵駅記念式典＞
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▽ まちづくりの土台となる取組の推進

市民等との連携・協働

・ 地域のつながり促進事業

人と人とのつながりが希薄化して

いる等、地域コミュニティ活性化

のため、「人」と「空間」に着目

した取組により、地域のつながり

を促進

・ コミュニティ・スクールの推進

全ての小・中学校に学校運営協議会を設置し、地域学校協働活動を実施

加速するデジタル社会への対応

・ 行政手続きのオンライン化を推進

市民サービスの向上などを図り、証明書等のオンライン申請環境を整備

持続可能な行財政運営に向けた取組等

・ 長寿命化などの公共施設マネジメントを着実に推進

中学校の長寿命化改修に着手

小学校の体育館等非構造部材耐震改修を実施

公共施設における空調改修を実施

・ 外部人材の活用による積極的な施策展開を推進

広報戦略プロデューサーやデジタル政策プロデューサーを配置し、時代に即した

施策展開を行うための体制を整備

＜見守り活動＞ ＜学習支援＞

    ＜まちのリビングによるつながり＞
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２．歳入決算の状況

・ 市税は個人市民税や固定資産税の増加の影響などにより、約2.5億円の増加

・ 地方交付税は追加交付の影響などにより、約2.4億円の増加

・

約19億円の減少

・ 市債は建設事業債の増加などにより、約3.5億円の増加

３．歳出決算の状況

・

・ 衛生費は水道料金等減免事業補助金の影響などにより、約4.2億円の増加

・ 土木費はウトロ地区住環境対策の影響などにより、約6.1億円の増加

・ 教育費は（仮）西小倉地域小中一貫校整備の影響などにより、約4.1億円の増加

国庫支出金は前年度の子育て世帯臨時特別給付金の影響などにより、

民生費は前年度の子育て世帯臨時特別給付金の影響などにより、約15.6億円の減少

（単位：百万円）

令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

市税 24,402 24,154 248 1.0%

各種交付金 5,161 5,371 △ 210 △3.9%

地方交付税 9,341 9,103 238 2.6%

国庫支出金 17,863 19,774 △ 1,911 △9.7%

府支出金 5,970 5,518 452 8.2%

市債 2,712 2,360 352 14.9%

その他 6,249 6,295 △ 46 △0.7%

合計 71,698 72,575 △ 877 △1.2%

（単位：百万円）

令和4年度 令和3年度 増減額 増減率

総務費 8,628 8,821 △ 193 △2.2%

民生費 33,500 35,055 △ 1,555 △4.4%

衛生費 6,434 6,012 422 7.0%

商工費 2,279 2,443 △ 164 △6.7%

土木費 5,870 5,265 605 11.5%

消防費 2,251 2,258 △ 7 △0.3%

教育費 4,840 4,435 405 9.1%

公債費 5,224 5,386 △ 162 △3.0%

その他 1,322 1,843 △ 521 △28.3%

合計 70,348 71,518 △ 1,170 △1.6%
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